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(57)【要約】
【課題】包装用フィルムをブロッキングさせることなく
良好な静電シールを施すことができる静電電極を提供す
る。
【解決手段】包装用フィルムＦを筒状に成形して被包装
物に被せ、該包装用フィルムＦの合せ部Ｌを静電シール
により接合するようにしたフォーマ５に設けられる静電
電極であって、送り移動される包装用フィルムＦの合せ
部Ｌに面接触するように配設される平板状の静電電極板
１と、該静電電極板１との間に包装用フィルムＦの合せ
部Ｌを介在させた状態にて、静電電極板１に対して所定
の間隔をおいて面直に配設される先尖り状の放電電極２
と、を備え、包装用フィルムＦの合せ部Ｌに対する接触
面積を減ずるために静電電極板１に複数の穿孔３を施し
ている。
【選択図】　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
包装用フィルムを筒状に成形して被包装物に被せ、該包装用フィルムの合せ部を静電シー
ルにより接合するようにしたフォーマに設けられる静電電極であって、
　送り移動される前記包装用フィルムの合せ部に面接触するように配設される平板状の静
電電極板と、
　前記静電電極板との間に前記包装用フィルムの合せ部を介在させた状態にて、前記静電
電極板に対して所定の間隔をおいて面直に配設される先尖り状の放電電極と、を備え、
　前記包装用フィルムの合せ部に対する接触面積を減ずるために前記静電電極板に複数の
穿孔を施してなることを特徴とする静電電極。
【請求項２】
前記静電電極板は、前記包装用フィルムの合せ部の幅よりも若干幅広に形成される長辺と
、前記包装用フィルムの送り方向に１５ｍｍ～３０ｍｍに形成される短辺と、を有する矩
形状に形成され、前記複数の穿孔の合計開口面積Ｓは、前記静電電極板の面積ＳＰに対し
てＳ＝０．３ＰＳ～０．６ＰＳに設定されることを特徴とする請求項１に記載の静電電極
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、包装用フィルムを筒状に形成して被包装物に被せ、該フィルムの合せ部を静
電シールにより接合するためにフォーマに設けられる静電電極の改良に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インスタント食品等の包装では、包装用フィルムの縦シールの合せ部を静電シールによ
り接合するようにした包装構造が提案されている（例えば、特許文献１参照）。このよう
な静電シールによる接合は、接合部が目立たず見映えがよく、また、包装工程で切り屑が
発生しないという利点がある。
【０００３】
　静電シールを行うための静電電極は、例えば図４に示すように、フォーマ５の筒状に形
成された本体内で筒状に成形されてテンションを作用させた状態で送り移動される包装用
フィルムＦの合せ部Ｌに接触するように配設される静電電極板１と、該静電電極板１に対
して包装用フィルムＦを介在させた状態で所定の間隔（１５ｍｍ程度）をおいて面直に対
応する先尖り状の放電電極２と、を備え、放電電極２からの放電によって静電電極板１に
静電気を帯電させてフィルムの合せ部Ｌを静電シールするように構成される。
【０００４】
　その静電電極板１は、一般に、所定のシール幅（３０ｍｍ程度まで）を確保するために
包装用フィルムＦの合せ部Ｌの幅よりも若干幅広に形成される長辺と、テンションを作用
させた状態で送り移動される包装用フィルムの合せ部を接合しやすいように平坦かつ平滑
にするために包装用フィルムの送り方向に２０ｍｍ程度に形成される短辺と、を有する矩
形の平板状に形成される。
【特許文献１】特開２００６－１３７４７０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述のような従来の静電電極では、静電電極板１に包装用フィルムＦがブロッキングす
ることがあった。これは包装用フィルムＦに印加される静電気量が多すぎて静電吸着力が
過大になるためと考えられる。そこで、静電電極板１に対する包装用フィルムＦの接触面
積を減じるために静電電極板１の短辺を縮小すると、包装用フィルムＦの送り方向の長さ
が不足して合せ部Ｌを平坦かつ平滑に整えるのが困難になり合せ部Ｌの整合性を適正に確
保できなくなる。一方、放電電極２からの放電電圧を低下させると充分なシール強度を確
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保できなくなる。
【０００６】
　本発明は、このような実情に鑑みてなされ、包装用フィルムをブロッキングさせること
なく良好な静電シールを施すことができる静電電極を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る静電電極は、包装用フィルムを筒状に成形して被包装物に被せ、該包装用
フィルムの合せ部を静電シールにより接合するようにしたフォーマに設けられる静電電極
であって、
　送り移動される前記包装用フィルムの合せ部に面接触するように配設される平板状の静
電電極板と、前記静電電極板との間に前記包装用フィルムの合せ部を介在させた状態にて
、前記静電電極板に対して所定の間隔をおいて面直に配設される先尖り状の放電電極と、
を備え、
　前記包装用フィルムの合せ部に対する接触面積を減ずるために前記静電電極板に複数の
穿孔を施してなることを特徴とする。
【０００８】
　このような構成によれば、包装用フィルムの合せ部に対する接触面積を減ずるために静
電電極板に複数の穿孔を施しているので、静電電極板の外形面積は縮小されないため、テ
ンションを作用させた状態にて、その静電電極板によって包装用フィルムの合せ部を平坦
かつ平滑に整えることができる。そして、包装用フィルムの合せ部に対する静電電極板の
接触面積が減らされているため、包装用フィルムに対する静電吸着力が過大にならず、包
装用フィルムを静電電極板にブロッキングさせることなく良好な静電シールを施すことが
できる。
【０００９】
　このような静電電極にあっては、前記静電電極板は、前記包装用フィルムの合せ部の幅
よりも若干幅広に形成される長辺と、前記包装用フィルムの送り方向に１５ｍｍ～３０ｍ
ｍに形成される短辺と、を有する矩形状に形成され、前記複数の穿孔の合計開口面積Ｓは
、前記静電電極板の面積ＳＰに対してＳ＝０．３ＰＳ～０．６ＰＳに設定されるのが好ま
しい。また、各穿孔は、充分な面取りが施されていることが好ましい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る静電電極は、包装用フィルムの合せ部に対する接触面積を減ずるために静
電電極板に複数の穿孔を施しているので、静電電極板の外形面積は縮小されないため、テ
ンションを作用させた状態にて、その静電電極板によって包装用フィルムの合せ部を平坦
かつ平滑に整えることができる。そして、包装用フィルムの合せ部に対する静電電極板の
接触面積が減らされているため、包装用フィルムに対する静電吸着力が過大にならず、包
装用フィルムを静電電極板にブロッキングさせることなく良好な静電シールを施すことが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下に、本発明の最良の実施の形態に係る静電電極について図面を参照しつつ詳細に説
明する。
　図１（ａ）は静電電極板の平面図、（ｂ）はその断面図、図２はフォーマの要部構成説
明図、図３は縦シールに静電シールが施された包装品の斜視図である。これらの図に示す
ように、この静電電極Ｅは、送り供給される包装用フィルムＦを筒状に形成して被包装物
に被せ、テンションを作用させた状態で該包装用フィルムＦの合せ部Ｌを静電シール（縦
シール）により接合するようにしたフォーマ５に設けられ、包装用フィルムＦの合せ部Ｌ
に面接触するように配設される平板状の静電電極板１と、静電電極板１との間に包装用フ
ィルムＦの合せ部Ｌを介在させた状態にて、静電電極板１に対して所定の間隔をおいて面
直に配設される先尖り状の放電電極２と、を備え、前記静電電極板１には、包装用フィル
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２にて、符号６，７は静電シールされた被包装物を下流側に挟持搬送するためのコンベア
である。
【００１２】
　静電電極板１は、包装用フィルムＦの合せ部Ｌの幅（静電シール幅）よりも若干幅広に
形成される長辺と、包装用フィルムＦの送り方向に１５ｍｍ～３０ｍｍ程度（図示例では
２０ｍｍ）に形成される短辺と、を有する厚さ１．５ｍｍ程度のＳＵＳ材からなる矩形状
に形成され（図１（ａ）参照）、複数の穿孔３の合計開口面積Ｓは、前記静電電極板の面
積ＳＰに対してＳ＝０．３ＰＳ～０．６ＰＳに設定され、穿孔数は１０～３０に設定され
る。各穿孔３には、面取り（１２０°）が施されている（図１（ｂ）参照）。
【００１３】
　このような静電電極によれば、包装用フィルムＦの合せ部Ｌに対する接触面積を減ずる
ために静電電極板１に複数の穿孔３を施しているので、静電電極板１の外形面積は縮小さ
れない。従って、テンションを作用させた状態で静電電極板１によって包装用フィルムＦ
の合せ部Ｌを平坦かつ平滑に整えることができる。そして、包装用フィルムＦの合せ部Ｌ
に対する静電電極板１の接触面積が減らされているため、包装用フィルムＦに対する静電
吸着力が過大にならず、包装用フィルムＦを静電電極板１にブロッキングさせることなく
良好な静電シールを施すことができる。
【００１４】
　なお、静電電極板１の短辺の長さが１５ｍｍより短いと包装用フィルムＦの合せ部Ｌを
平坦かつ平滑に整えるのが難しくなり、３０ｍｍを超えると包装用フィルムＦに対する抵
抗が大きくなり過ぎる。複数の穿孔３の合計開口面積Ｓが０．３ＰＳより狭くなると包装
用フィルムＦに作用する静電吸着力が過大になりブロッキングしやすくなり、０．６ＰＳ
より広くなると包装用フィルムＦの合せ部Ｌに対する静電電極板１の接触面積が不足して
包装用フィルムＦに印加される静電気量が充分でなくシール強度が低下する。
【００１５】
　このような静電電極を備えたフォーマ５で静電シール（縦シール）が施された被包装物
は、コンベア６，７によって下流側に搬送されて横シーラ（図示省略）によって横シール
（溶断溶着）された後、シュリンクトンネルを通過する際に合せ部Ｌが加熱されることで
軽い溶着状態となり、例えば、図３に示すような包装品（酒パック）１０が形成される。
このようなフォーマ５による静電シールでは、クズが発生しない利点があり、また、その
合せ部Ｌは溶着痕がなく良好な見映えを呈する。図３にて符号８は横シールを示す。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】（ａ）は本発明の実施の形態に係る静電電極板の平面図、（ｂ）はその断面図で
ある。
【図２】同フォーマの要部断面図である。
【図３】同包装品の斜視図である。
【図４】（ａ）は従来のフォーマの縦断面図、（ｂ）はその横断面図である。
【符号の説明】
【００１７】
　１…静電電極板、２…放電電極、３…穿孔、５…フォーマ、Ｆ…包装用フィルム、Ｌ…
合せ部
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【図３】 【図４】



(6) JP 2008-24363 A 2008.2.7

フロントページの続き

(72)発明者  梁川　浩司
            大阪府堺市西区山田２丁１９０番地９　トキワ工業株式会社内
Ｆターム(参考) 3E050 AA02  AB02  BA16  DC02  DC09  DD07  GB07  GC07  JA02 
　　　　 　　  3E094 AA13  BA11  CA40  DA07  EA04  HA08 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

